
 
 

防災訓練実施結果報告の概要 
 
１．訓練の目的 

原子炉施設または使用施設における緊急事態を想定し、原子力防災要員の知識・技術の習得、

向上を図るとともに、対策活動の有効性の評価、防災業務計画の見直し等を行うことを目的とし

た。 
 
２．実施日及び対象施設 
 （１）実施日 

平成２６年３月１４日（金） 

 （２）対象施設 

原子炉施設 

 

３．実施体制及び評価体制 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

訓練終了後に反省会を実施、各班による自己評価並びに第三者による評価を実施する。 

 

４．原子力災害想定の概要 

・廃止措置に基づく作業中（無人にて遠隔監視中） 

恒温槽で核燃料物質を含む液体状放射性物質を蒸発乾固している最中に、震度６弱の地震

が発生。監視カメラの映像で恒温槽内での漏洩を確認したため、地震後の点検と併せ現場確

認を実施する。確認の結果、恒温槽の扉ガラスが破損し、床面まで漏洩が確認された。（放射

性物質が原子力事業所外へ放出するおそれがある） 

 

５．防災訓練の項目 

総合訓練（ブラインド型） 

 

６．訓練結果の概要及び評価 

①動 員 訓 練：災害（地震）発生後に防災組織編成の構内放送が行われ、約３０名が対策本

部に参集、その中で現場対応要員の作業分担を確認したが、作業の長期化に

備えたバックアップ体制がとれなかった。 

②通 報 訓 練：関係機関に一斉通報 Fax（F-net）を使用して通報を実施したが、FAX 着信確

認（内容確認を含む）に時間と人員がさかれてしまった。また、通報内容に

曖昧な記述があった。 

③応急措置訓練：被ばく防止の装備を着用し、放射線モニタリング、ウエス等を用いて漏洩し

た液体状放射性物質の回収及び除染等が適切に実施できた。 

④核燃料保全訓練：核物質防護の観点から保全活動（警備強化等）を実施した。 

 

７．今後に向けた改善点 

今回はブラインド型訓練にて実施したが、状況付与（情報）に詳細さが欠けていた。次回の訓

練ではシナリオに負傷者の発生等を追加し、以下の改善点について主に検討をする。 

①要員配置の見直し 

②情報共有のための構内放送の活用 

③通報連絡についての時間短縮 

通報連絡 

（派遣等） 

 
 

緊急作業団 
（原子力防災組織） 
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